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核兵器廃絶をめざすこの国際交流フォーラム、そして2006年ビキニデー行事に参加できることは光栄であり名誉なことです。この集まりは、原水協の他のすばらしい活動とならんで、人間の精神の回復力の高さを証明するものです。平和は暴力的方法では決して達成できない、という私たち共有の信念を支え、新たにしてくれるものです。祖先のため、自分たち自身のため、そして子供たち、孫たちのために、戦争の挑発や終わりのない戦争の脅しには屈しないという、私たちの集団的な意志を強めてくれるものです。
　アメリカフレンズ奉仕委員会は、全米1500以上の組織からなる連合体「全米平和正義連合」の創立メンバーです。全米各地で、日々正義と平和をめざして活動している仲間と友人からのごあいさつをおくります。これからその活動について話しますが、私の住むマサチューセッツ州の人々からのごあいさつも届けたいと思います。もっと個人的になりますが、私のよき指導者の一人であるジョゼフ・ガーソン博士も、みなさんに心からよろしく伝えて欲しいと言っていました。ガーソンさんの核廃絶を目指す生涯にわたる活動を通じて、多くのみなさん方が彼のことをご存知だと思います。
　みなさんの不屈の努力を、米国の残虐で侵略的な外交政策に反対している全米の何百万もの人が支持しています。いま私の国アメリカでは、世界的規模での経済・軍事支配に血道を挙げる、いわば地球的ケダモノの腹の中に住む者たちとして、特別の責任を負っていることに目覚める人たちが日を追うごとに増えています。
　日本に行くにあたり、私は素晴らしい憲法第9条を守り抜くみなさんの闘い、ビキニの惨事を記念する毎年の行事について考えるうちに、2002年に広島の平和公園と原爆資料館に行った時のことを思い出しました。その数カ月前、私はアメリカフレンズ奉仕委員会がイラクに派遣した人道支援活動から帰国したばかりで、毎週、西マサチューセッツ地域のいろいろなグループに報告活動をしていた真っ最中でした。「食料かご」と呼ばれる実際は大量飢餓装置のこと、米国がアメリヤ防空壕に対しておこなった「誤爆」という、実際は眠っていた400人以上の女子どもを焼き殺した行為のことなどを報告していました。
　広島での経験はすべてが忘れることは出来ないものですが、中でも資料館の最初の方の展示室に、おそらく一生にわたるであろう最も強い印象を受けました。第二次世界大戦にいたる日本の動きを公的に説明したものです。

　最初私たちは次の展示物に駆り立てられて、この部屋をさっと見ただけで出たのですが、この信じがたく勇気ある真実の説明と、暴力の連鎖に対する完全でひるむことない理解に呼び戻され、私は思わず足を止めたのです。
気持ちを切り替えて進まなくては、と自分に言い聞かせる必要があったのを覚えています。米国が、ひとつの国として、自国の行為とそれがもたらした影響を説明するとしたらどうなるだろう、と思ったことを覚えています。残念ながら、生み出した亡霊のあまりの多さに、どこから始めて良いか見当がつかないかもしれません。広島と長崎への原爆投下から始めるか、それとも1954年3月1日のブラボー実験か、アフリカ大陸から大量に子ども・女性・男性を連れ去り奴隷にしたことか、第二次戦争中、日系アメリカ人を強制収容所に入れたことか、イラクの徹底破壊からか、（横須賀での）佐藤EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よしえ),好重)さんの殺害に対する米国の責任か―――どこからであれ、始めなくてはいけないのです。私たちの生存そのものがそれにかかっているのです。

　しかし、事実はまったくその反対に進んでいます。米国は今も、日本国憲法第9条のように素晴らしく、情熱が込もったものを創るにははるか及ばないところにいます。以前、核不拡散を誓ったにもかかわらず、ブッシュ政権は、それを熟考するどころか、核軍拡競争に他ならない行為に手を染めています。そしてそれを誰のせいにしているかというと、ブッシュ政権によれば、アフガニスタンでないとすればイラク。イラクでないとすればシリア。そうでなければ北朝鮮。でなければイラン。（傍注：国家安全保障会議（NSC）メンバーだったフリント・レベレットは1月24日ニューヨークタイムスにこう寄稿した。「政権についてから5年間、（ブッシュ）政権は対イラン関係をより前向きな軌道に乗せるすべてのチャンスにそっぽを向いてきた」。続いて、そうした拒絶行動を順に上げている。2002年のあの「悪の枢軸」にイランを数えたこと、2003年春、二国間の相違の解決にむけイランが細目にわたる包括的協議を提案をした時それを完全に拒否したこと、2003年10月、相互による合意が可能な取り決めに帰結しうる協議を続けるため、イランにウラン濃縮一時停止をさせようとする欧州諸国の努力を拒否したことなど。米国が、協議継続努力への参加を拒否した結果、協議は決裂した。これらすべてが、先ごろのイランでの選挙結果と相まって、外交的解決の可能性をどんどん小さくしている。）
　イランでないとすれば、今度は、米軍の覇権に対する最大の脅威のひとつとみなされるようになっている中国。ブッシュ政権は、敵というものは必ず存在し、ゆえに核兵器というお守りに頼る理由は常にあるのだと、私たちに信じこませたいわけです。


　2006年2月16日のオープン・デモクラシー（Open Democracy）で、ジア・ミアンとペルベズ・フードボイの二人が、「戦略的・政治的目標達成のため」、なぜ米国が無期限にわたり核兵器に依存するのか分析しています。「なぜ米国が、あれだけ持っている上になお核兵器を渇望するのか、理解できないかもしれない。米国はなぜ、ほかの国をそそのかして、彼らも核が欲しくてたまらないようにするのだろうか。そして、核を持たない敵国さえ必要があれば標的にするかもしれないと宣告することで、一体何を得ようとしているのであろうか。答えは明確だ。帝国主義者の思いあがり、暴走する軍国主義、権力者の傲慢である。」

　二人は続いて、米戦略空軍と、空軍海軍両方の全核兵器に責任を持つ米戦略司令部の総司令官であったリー・バトラー将軍を引用して論じています。
　驚くのは、ご存知の通り根っからの核拡散応援団長だったこの人物が、「核戦争には、政治的にも、軍事的にも、道徳的にも容認できる大義名分はない」という結論に達したということです。バトラーは、米国が核兵器をなぜ、どのように造り使うのかの核心であると彼が考える、米国のある核兵器施設について書いています。「核兵器を容認する気持ちを理解する方法があるとすれば、それは核兵器が、理屈抜きで湧き出る敵対心に必然的に伴う共犯者だ、と考えるしかない。核兵器は、異常なまでの疎外感と孤立感から生まれる感情の風土のなかで繁殖する。核兵器がもたらす影響の際限ない理不尽さは、破壊しつくしたいという衝動にとって格好の伴侶である。核兵器は、人間の恐れの最深部につけこむ。…人間らしい感覚を蝕み、良心を怒りで震わせる力を麻痺させ、想像できたものを想像不可能にする。」核兵器を造り、使用計画を立てるこの機関は、「飽くなき欲望と世界規模の目標を持つ巨大な官僚機構であり…それを津波のような諸勢力、群を抜くエゴ、猛烈な矛盾、思いもよらないような構成概念、狂気じみた危険が取り巻いている。」
　狂気じみた危険。バトラーが触れたのは世界規模での絶滅の危険ですが、果たして彼は米国の民間インフラが完全に崩壊する危険について考えたことはあったのでしょうか。2004年度、「国家優先プロジェクト」は、マサチューセッツ州だけでも、核兵器に4億6700万ドルを負担したと推定しました。7000発の核兵器を一触即発状態に置き、地中貫通型強化核兵器（RNEP）別名バンカー・バスター（塹壕破壊兵器）を開発するためにマサチューセッツ州民が負担した費用です。社会的責任のための医師の会は、このバンカー・バスターがイランのイスファハンで使われたなら、最初の数週間で300万人が死ぬと推定しています。
　ですから、核兵器は私たちすべてにとって2倍に悲劇的なのです。私の地域では、予算削減のもと人々がうめき声をあげています。低所得地域の若者たちは、衰え続ける経済と社会的安全網がないこの国で、高校卒業後よい生活をするためには2つの選択肢しかないと言います。刑務所にいくか軍隊に入るかのどちらかだと。2002年、ジェフリー・ルセイいう青年が教育の機会を求めて海兵隊に入りました。彼はイラクへ行き、帰国したあと、2005年夏、地下室で首を吊って死にました。自分を戦争に送り込んだウソを知る国民の数が増え続ける中、自分がイラクでした事と自分との間に折り合いをつけることができなかったのです。

　ジェフリーの両親ジョイスとケビンは今、アメリカフレンズ奉仕委員会と「声を上げる兵士家族の会(MFSO)」と協力し、この戦争を終わらせる全国規模の草の根の活動の中心になっています。彼らだけではありません。マサチューセッツは今、2月19日に始まった全州平和行進の真っ最中です。私の西部マサチューセッツ事務所は、レベレットにある日本山妙法寺の平和の塔の僧侶の方々と強い協力関係にありますが、彼らは、平和市長会議の核兵器廃絶キャンペーンに対する両団体共同の取り組みを発展させるため、この「新しい春に向けた行進The Walk for a New Spring」の先頭に立っています。
　被爆60周年の昨年、私たちはこの新しい活動を開始し、地域の市長の8割の支持を得ることに成功しました。市長たちに会ってみて分かったのは、彼らの大多数が、平和をつくる担い手としての責任について、おそらく初めて、意見を表明する機会を渇望していたことでした。
　ノーザンプトン市のクレア・ヒギンズ市長は2005年8月5日の記者会見で、「市長として、私たちは毎日、地域で次に何が起こるのかと心配しています。核拡散がもたらしうる破壊は、実在する場所―つまり私たちの市で起こるのです。」同じ記者会見で、グリーンフィールド市のクリスティン・フォージー市長は、彼女自身と市民の両方のために、平和構築者としての責任を負うこと、平和をめざす市長になることの意味をこう語りました。「…世界中で結集することで」「一人の力は何倍にも大きくなるのです。」
　平和市長キャンペーンとそれに伴う組織活動は、おそらく、世界規模での核兵器完全廃絶を目指す取り組みにおいて、私たちが活用できた最も戦略的な構想のひとつだったと思います。このキャンペーンでは、地域の草の根から、まず地域の安全問題で一番近い関係にある、選挙で選ばれた公職者たちに働きかけることが求められました。
　西部マサチューセッツの市長たちが私たちに明確に委任してくれたことで、州議会に働きかけることができるようになりました。マサチューセッツ州の下院と上院は、平和市長会議ならびに2020年までの核兵器の世界規模完全廃絶を支持する決議を採択しましたが、これは全米初のものでした。ピーター・ココット下院議員は、この第一号決議の提案に合意した理由をこう説明しました。「私たちが持つ最も大切な自由は、恐怖から解放されるという自由です。」

　平和市長会議キャンペーンの成果に立ち、今年、日本山妙法寺とAFSCはすべての活動をマサチューセッツ州選出の米議会上院議員ケネディとケリーへの働きかけに結集します。「新たな春をめざす行進」は西から東へ進みながら、この上院議員二人に対する要請署名を集めています。これは、彼らがブッシュ政権の対イラン計画の全面調査と国民への調査結果報告を求めること、核兵器を先制使用する可能性を米国が完全に放棄するよう公的に要求すること、を求める署名です。ケネディ上院議員に対しては、上院で核廃絶法案を提出するようにも要請しています。

　平和市長キャンペーンは、バトラーが言う極度の「疎外感と孤立感」から生まれる米国の「感情的風土」を治すための私たちの運動の、言わば車の片輪です。私たちの重要な活動のひとつは、「平和プロジェクト強化支援（the Help Increase the Peace Project, HIPP）」という青年向けの非暴力リーダー養成プログラムです。このHIPP（ヒップ）を通じて、抑圧と暴力の根本的原因である貧困、人種差別、強度女性嫌悪症、同性愛嫌悪症、恐怖を分析し、それらに取り組む方法を青年が青年自身に訓練します。彼らはここで紛争解決と正義のための組織を進めるスキルを身につけていきます。
　最後にもうひとつ活動計画を挙げると、今年11月、マサチューセッツ州の人々に、イラク戦争の即時停止と部隊の撤退を求める票を投じてもらうことで、それを、バトラーが言う「飽くなき欲を持つ巨大な官僚機構」を解体させるひとつの大きな一歩にしたいと思っています。この拘束力を持たない投票運動は、全国で初めてのものです。私にとってこれは、平和のための市長キャンペーン同様、わくわくするようなチャンスなのです。正義とすばらしい平和の達成を求める世界の流れに、私の国で高まり続ける国民の声を合流させることを可能にする機会となるでしょう。
　こうしてお話ししてきたのは、ムンバイでアルンダティ・ロイが言ったように、もうひとつの世界は可能だ、という皆さんの活動に私たちも加わっているからです。皆さんが指し示してくれる展望に心から感謝しています。私は核戦争の恐怖に対する感覚を麻痺させることを拒否する皆さんの姿に深く深く心を動かされています。粘り強くみごとに米国の圧力を拒否し、第9条を守り、核兵器のすみやかな廃絶に向け、実に感動的な世界的リーダーシップを発揮しているみなさんに感謝しています。
　力をあわせることで米国を生まれ変わらせ、一人一人の人間が尊重される国、諸国による国際社会の共通の利益をめざす私たちの取り組みが掲げる原則に忠実な国が生まれることを祈っています。
　ご清聴ありがとうございました。通訳の方にもお礼を申し上げます。
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